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【平成２６年度 研究進捗評価結果】 

評価 評価基準 
 A+ 当初目標を超える研究の進展があり、期待以上の成果が見込まれる 
○ A 当初目標に向けて順調に研究が進展しており、期待どおりの成果が見込まれる 

 A－ 
当初目標に向けて概ね順調に研究が進展しており、一定の成果が見込まれるが、一部

に遅れ等が認められるため、今後努力が必要である 
 B 当初目標に対して研究が遅れており、今後一層の努力が必要である 

 C 
当初目標より研究が遅れ、研究成果が見込まれないため、研究経費の減額又は研究の

中止が適当である 
（意見等） 
中性子源が思うように利用できない状況や超伝導材料をMgB2からNbに変更するなどの困難があっ

たが、各研究グループが連携することにより、３年間で優れた基礎技術を蓄積し、目標に向かって開発

を着実に進め、成果を積極的に公表してきたことは高く評価できる。当初の目標である「百万画素・サ

ブミクロン分解能・高フレームレート」の実現には多数の細線を二次元的に並べ、信号を効率よく取り

出す必要があるが、現時点で確認している数本の細線による中性子の検出との間にはまだ隔たりが大き

いように思われる。今後２年間での更なる進展を期待する。 


